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2024年度「多摩地域市民活動公募助成」事業実施報告書 

団体名中高生 ダンスイベント JOYINTO                     

代表者・役職名 氏名 会長 髙橋朱音            

▼報告書の扱い、および記入にあたっての注意点 

この報告書（精算報告書以外）は、ホームページなどで公開する予定ですので、広く読まれることを想定してご記入ください。また、編集段

階で、表記・表現等を事務局で編集する場合がありますので、あらかじめご了承ください。語尾の表現は「です・ます」調でお願いします。報告

書に掲載するため活動の内容がよくわかる写真（２枚程度。写真の肖像権問題がないものの提出をお願い致します）を添付して下さい。 

 

１．助成プロジェクトの名称 
中高生ダンスイベント JOYINTO VOL7 

２．団体の概要（創設の経緯、創設時期＝法人で、法人化前に任意団体での活動がある場合、その段階からご記入ください。
会員数など。１８０文字程度まで） 
代表の髙橋は武蔵村山でダンスのインストラクターをしています。教え子たちが高校受験の 

際、「ダンスのレベルが高い高校に行きたいけど どこがいいかな？」「高校生になったらロ 

ックダンスをやりたいんだけど ロックダンスをやってる学校ってあるかな？」と進路の相談に

のることがよくありました。多摩地域のダンス部のある高校を集結させダンスの発表、現役高

校生にリアルな学校説明会をしてもらったら 中学生はどこの高校に行きたいか自分 自信で決

めることができる と思い中学生ダンスイベント JOYINTOを開催しました。 

３．プロジェクトの目的とその背景（※応募申請書に記載のものでも可）  ２５０文字程度まで 
ダンス発表や学校紹介で高校を詳しく知ることにより、自分にあった高校を選ぶことができ明

確な目的を設定できると考えました。また 部活動以外にも直接在校生から情報を得ることは、

中学校での進路指導とは全く別の視点で選択することに繋がります。『ここの高校に行きた

い！』という気持ちは勉強や熱意に大きく影響を与えます。 出演する高校生にとっても、ダン

スコンテスト以外で他校と同じステージを体験する機会 が少ないことや、自分たちのチカラで

後輩に自校をアピールすることを通じて、自分たち の高校や部活に誇りを持ち、自尊心を高め

ることにも繋がります。 

４．プロジェクトの内容（※当初予定と変更がない場合は、応募申請書に記載のものでも可） ３００文字程度まで 
毎年夏 武蔵村山市民会館にて、多摩地域の高校 10 校以上 400 名の高校生によるダンス発表、

部活動について、学校のいいところや制服紹介など現役高校生によるリアル な学校説明会 中

学生ダンスイベント JOYINTOを開催。中学生とその保護者が観覧し志望校を決める選択肢を

与えます。 

５．プロジェクトの実施で得られた「結果」(OUTPUT。実施回数や参加者数など)、「成果」(OUTCOME。事業によって生まれ

た直接的な変化)、「社会的な変化」（IMPACT。事業が社会に与えた影響）などの『効果』 ３００文字程度まで 
「JOYINTOを見て志望校を決めることができた（中学３年生）」 

「どこの高校の文化際に行くか決めた（中学３年生）」 

「来年の受験に向けて実感が沸いた（中学２年生）」 

「一日でいろんな高校を見て比較することができて親子で志望校を決めるきっかけになった（受験生母）」 

など私たちがやりたかった志望校を決めるお手伝いができました。 

不登校の子から当日の JOYINTOの DVDがほしいと要望があり、お渡ししたところ夜間学校に進学したと報告が

ありました。 
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６．プロジェクト実施にあたっての課題、今後の展望など ３００文字まで 
もっと多くの中学生に JOYINTOの存在を知ってもらい、ダンスをメジャーなスポーツにしたいです。 

SNSをうまく活用していきたいです。 

７．参考資料：プロジェクトで作成したチラシ、パンフレットやマスコミで紹介された記事等の現物またはコピー、活動
状況の写真などを、“必ず”、別途、ご提供ください。 








